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マルチリージョンのカスタムドメイン AppSync Proxy API
公開日: 2022 年 5 月 6 日 (図の履歴)

このアーキテクチャは、複数の AWS リージョンに GraphQL API エンドポイントを提供するこ
とで、エンドユーザーのレイテンシーを短縮し、可用性を高める方法を示しています。Amazon 
AppSync は、Amazon DynamoDB グローバルテーブルでサポートされているアクティブ/アクティブ
リアルタイムデータ同期で使用します。

マルチリージョンのカスタムドメイン AppSync Proxy API

次の手順では、アーキテクチャについて説明します。

1. ワークロードのデータを保存するには、最初の AWS リージョンに 1 つ以上の DynamoDB デー
タベーステーブルを作成します。DynamoDB グローバルテーブル機能を有効にして、マルチアク
ティブモードでデータ変更を他のすべてのリージョンに双方向に伝播します。

2. DynamoDB グローバルテーブルを使用してワークロードのデータを保存およびレプリケートし、
スコープ内の各リージョンに Amazon AppSync GraphQL API エンドポイントを作成します。
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https://docs.aws.amazon.com/appsync/latest/devguide/what-is-appsync.html
https://docs.aws.amazon.com/appsync/latest/devguide/what-is-appsync.html
https://docs.aws.amazon.com/amazondynamodb/latest/developerguide/Introduction.html
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3. 範囲内の各リージョンに Amazon API Gateway プロキシ API エンドポイントを作成し、すべての
リクエストを同じリージョン AppSync エンドポイントに転送します。

4. ドメインの SSL 証明書を作成または各リージョンの AWS Certificate Manager (ACM) にインポー
トします。ドメインの SSL 証明書を参照して、HTTPS リクエストをサポートするように各リー
ジョン API Gateway を設定します。

5. Amazon Cognito またはシームレスなクライアント認可のための共通のAWS Lambdaオーソライ
ザーを使用して、共通の認可メカニズムを使用するようにすべてのリージョン AppSync エンドポ
イントを設定します。

6. レイテンシーが最も低いリージョン API Gateway エンドポイントにドメインのリクエストをクラ
イアントの場所に転送するように Amazon Route 53 を設定します。

7. 世界中のクライアントは、コマンドとクエリのリクエストを最寄りのリージョンに送信します。

8. DynamoDB グローバルテーブルは、設定されたすべてのリージョンにデータ変更を自動的にレプ
リケートします。

詳細情報

詳細については、次のリソースを参照してください。

• AWS アーキテクチャアイコン

• AWS アーキテクチャセンター

• AWS Well-Architected

図の履歴

このリファレンスアーキテクチャ図の更新について通知を受け取るには、RSS フィードをサブスク
ライブします。

変更 説明 日付

初版発行 リファレンスアーキテクチャ
図が最初に公開されました。

2022 年 5 月 6 日
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https://docs.aws.amazon.com/apigateway/latest/developerguide/welcome.html
https://docs.aws.amazon.com/cognito/latest/developerguide/what-is-amazon-cognito.html
https://docs.aws.amazon.com/lambda/latest/dg/welcome.html
https://docs.aws.amazon.com/Route53/latest/DeveloperGuide/Welcome.html
https://aws.amazon.com/architecture/icons
https://aws.amazon.com/architecture
https://aws.amazon.com/architecture/well-architected
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Note

RSS 更新をサブスクライブするには、使用しているブラウザで RSS プラグインが有効に
なっている必要があります。
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翻訳は機械翻訳により提供されています。提供された翻訳内容と英語版の間で齟齬、不一致または矛
盾がある場合、英語版が優先します。
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